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問1 日本の菊の産出額割合を示した統計資料において、全国の約37パーセントを占めて第1位となっており、夜間に数多くの電球
を点灯させる電照栽培が盛んな地域として知られる都道府県を選んでください。 （2026年　埼玉公立入試　類似）

1.  愛知県 2.  沖縄県 3.  静岡県 4.  千葉県

問2 新潟県、山梨県、長野県の農業産出額の統計において、各県で最も産出額が多い作物の組み合わせとして正しいものはどれで
すか。 （2017年　奈良公立入試　類似）

1.  新潟県：米、山梨県：果実、長
野県：野菜

2.  新潟県：野菜、山梨県：米、長
野県：果実

3.  新潟県：果実、山梨県：野菜、
長野県：米

4.  新潟県：米、山梨県：野菜、長
野県：果実

問3 中部地方に位置する長野県の農業について、2016年の農業産出額の品目別割合を示した資料に基づいた説明として、最も適切
なものはどれですか。なお、この資料では群馬県、富山県、愛媛県と比較して長野県の特徴が示されています。 （2019年　大分県公立

入試　類似）

1.  野菜の占める割合が非常に高
く、次いで果実の割合も他県に比
べて大きい。

2.  米の産出額が全体の半分以上を
占めており、野菜の割合は極めて
低い。

3.  畜産の産出額が最も大きな割合
を占め、野菜の栽培はほとんど行
われていない。

4.  麦類や豆類の産出額が中心であ
り、果実の割合は他県よりも低
い。

問4 長野県およびその周辺の県（山梨、新潟、静岡）における、消費生活や交通事情の特徴について述べた文として、適切なもの
を選択してください。 （2018年　長野県公立入試　類似）

1.  自家用車保有台数が多く、消費
者物価地域差指数が東京圏に比べ
て低い傾向にある。

2.  人口密度が高いため、1世帯あ
たりの住宅延べ面積は東京都より
狭い傾向にある。

3.  地価が非常に高騰しているた
め、消費者物価地域差指数が全国
で最も高い。

4.  通勤・通学時間は東京圏よりも
長いが、住宅の広さによって生活
の質が保たれている。

問5 東海地方、特に渥美半島周辺で「電照菊」などの施設園芸農業が発達した理由と、その営農上の特徴を説明したものとして正
しいものはどれですか。 （2019年　鳥取公立入試　類似）

1.  黒潮の影響を受けた温暖な気候
を活かし、温室などの設備を用い
て出荷時期を調整しながら、大消
費地へ向けて生産している。

2.  季節風を遮る高い山々に囲まれ
た盆地の気候を活かし、扇状地を
利用してブドウやモモなどの果樹
栽培を専門に行っている。

3.  夏の冷涼な気候を活かして、他
の地域で収穫できない時期に野菜
を出荷する抑制栽培を行い、輸送
園芸を成立させている。

4.  広大で平坦な土地を確保しやす
いため、大型機械を導入して、小
麦や大豆などを大規模に生産する
土地利用型農業を行っている。

問6 岐阜県の多治見市周辺は、古くから「美濃焼」に代表される伝統産業の拠点として知られてきました。現在、この地域では伝
統的な技術を応用し、電子機器の部品や医療用素材などに用いられる先端素材の生産が盛んですが、その名称として正しいも
のを選択してください。 （2019年　千葉県公立入試　類似）

1.  ファインセラミックス 2.  パルプ・紙製品 3.  合成繊維 4.  バイオプラスチック

問7 中央高地の気候的特徴である「夏でも涼しく、冬の寒さが厳しい内陸部」という条件を活かした長野県などの農業の取り組み
として、適切なものはどれですか。 （2022年　福岡県公立入試　類似）

1.  冬の温暖な気候を活かして、他
の地域よりも早く出荷する促成栽
培が盛んに行われている。

2.  夏でも涼しい高原の気候を利用
して、レタスやキャベツなどの野
菜を夏から秋に出荷する抑制栽培
が行われている。

3.  冬の積雪を水源として利用し、
広大な平野で大規模な稲作が行わ
れている。

4.  年間を通じて降水量が少なく日
照時間が長いため、山の斜面を利
用してミカンなどの果樹栽培が行
われている。

問8 中部地方の太平洋沿岸部で行われている、温室やビニールハウスを活用した「施設園芸農業」の利点について、その背景や目
的を説明した文として最も適切なものはどれですか。 （2022年　山口公立入試　類似）

1.  自然環境の影響を抑え、気温や
湿度を管理することで、季節を問
わず計画的に作物を生産・出荷で
きる。

2.  広大な土地に大規模な機械を導
入することで、土地の単位面積あ
たりの収穫量を増やし、穀物を大
量生産できる。

3.  大消費地に近い立地を活かし
て、収穫したばかりの鮮度が高い
野菜を、輸送コストを抑えて市場
へ届けることができる。

4.  高冷地の冷涼な夏の気候を活か
して、他の地域よりも収穫の時期
をあえて遅らせることで、競合を
避けて高い価格で販売できる。



いちごドリルプリント

答え合わせ・解説

問1 答え 1
愛知県

愛知県は花の産出額が日本一であり、特に渥美半島に位置する田原市などを中心に菊の電照栽培が
非常に盛んです。統計上も全国の約37パーセントという高いシェアを誇っています。なお、選択肢
にある沖縄県も約10パーセントのシェアを持ち、冬の温暖な気候を利用した電照栽培が行われる主
要な産地の一つです。

問2 答え 1
新潟県：米、山梨県：果実、長野県：野
菜

新潟県は越後平野を中心に日本有数の米の産地として知られ、農業産出額でも米が圧倒的な割合を
占めます。山梨県は甲府盆地の扇状地などの水はけのよい地形を利用したブドウやモモなどの果実
栽培が盛んです。長野県は、冷涼な高原の気候を活かしたレタスやキャベツなどの野菜（高冷地農
業）の産出額が大きくなっています。

問3 答え 1
野菜の占める割合が非常に高く、次いで
果実の割合も他県に比べて大きい。

長野県は中央高地の冷涼な気候や水はけの良い傾斜地を活かし、レタスやキャベツなどの高原野
菜、およびリンゴやブドウなどの果実の栽培が非常に盛んです。そのため、農業産出額の構成を見
ると、米が中心の富山県や、畜産の割合が高い地域とは異なり、野菜と果実が大きな割合を占めて
いるのが特徴です。

問4 答え 1
自家用車保有台数が多く、消費者物価地
域差指数が東京圏に比べて低い傾向にあ
る。

地方圏では、日常生活の足として自動車が欠かせないため、長野県の自家用車保有台数は1世帯あ
たり約1.97台と、東京都の約0.67台に比べて大幅に多くなっています。経済面では、住宅費などが
都心部に比べて抑えられることから、消費者物価地域差指数（物価水準の差を示す指標）が東京圏
に比べて低くなる傾向が見られます。これらの指標は、大都市圏と地方圏の生活構造の差を鮮明に
示しています。

問5 答え 1
黒潮の影響を受けた温暖な気候を活か
し、温室などの設備を用いて出荷時期を
調整しながら、大消費地へ向けて生産し
ている。

東海地方の太平洋沿岸は、黒潮の影響により冬でも温暖な気候に恵まれています。この気候的条件
に加えて、温室やビニールハウスなどの施設を導入することで、植物の成長を早めたり開花時期を
コントロールしたりすることが可能になります。こうして生産された農産物は、中京圏や首都圏と
いった人口の多い大都市（大消費地）へ向けて出荷されます。盆地での果樹栽培は山梨県、冷涼な
気候を利用した抑制栽培は長野県などの高地、大規模な畑作は北海道に多く見られる特徴です。

問6 答え 1
ファインセラミックス

多治見市周辺を含む岐阜県東濃地方は、良質な粘土に恵まれ、古くから陶磁器（美濃焼）の生産が
発展してきました。この「土を焼いて固める」という伝統的な技術を高度化させ、原料の純度を高
めたり化学組成を精密に制御したりすることで、熱や摩耗に強い「ファインセラミックス」という
先端産業へと発展を遂げました。

問7 答え 2
夏でも涼しい高原の気候を利用して、レ
タスやキャベツなどの野菜を夏から秋に
出荷する抑制栽培が行われている。

中央高地の長野県や群馬県の高原地帯では、標高が高く夏でも涼しいという気候を活かし、他の地
域では生産が難しい夏から秋にかけてレタス、キャベツ、ハクサイなどを栽培しています。これを
「抑制栽培」と呼び、都市部の需要が高まる時期に出荷することで高い収益を上げています。冬の
寒さが厳しく氷点下になる中央高地では、温暖な気候を利用する促成栽培やミカン栽培は適してい
ません。

問8 答え 1
自然環境の影響を抑え、気温や湿度を管
理することで、季節を問わず計画的に作
物を生産・出荷できる。

施設園芸農業の最大の目的は、建物によって内部の環境をコントロールすることにあります。これ
により、本来の生育時期ではない季節に栽培したり、天候不順による被害を防いだりすることが可
能になり、市場の需要に合わせて安定的に出荷できるようになります。選択肢にある「都市に近い
立地を活かす」ものは近郊農業、「収穫時期を遅らせる」ものは抑制栽培の特徴を説明したもので
す。


